


シェイカーステッカーのフィルオプション：グリッター、スパンコール、コンフェッティ、ビーズ、それとも液体？

Details
簡潔な回答： 主要なシェイカーステッカーのフィルオプションは五つあります。グリッター、スパンコール、カスタムカット・コンフェッティ、ビーズ、そして液体またはオイルのフィルで
す。乾式フィル（スパンコール、コンフェッティ、ビーズ）は自由に転がり、漏れることがなく、ほとんどのブランドプロモーションに適しています。グリッターはきらめきを加えますが、
細かいアートワークを埋もれさせることがあります。液体フィルは、人々に好まれるゆっくりとした浮遊する動きを生み出しますが、大量発注の前に、漏れと素材適合性の試験に合格しなけ
ればならないシールが必要になります。

アートワークの承認が済み、ステッカーの形状も確定しています。そこでサプライヤーから「中には何を入れますか？」と尋ねられます。多くのバイヤーはフィルを仕上げの付け足しのよう
に考えています。しかし実際には、フィルがステッカーの動き方、耐久性、そしてロゴが読みやすさを保てるかどうかを決めています。このガイドでは、バイヤーが実際に選んでいるシェイ
カーステッカーのフィルオプションを比較します。形容詞ではなく、公表された規格、規制当局のデータ、記録された購入者の苦情に基づいて説明します。

フィルを誤ると、実際に問題が生じます。低価格の水入りシェイカーステッカーについて広く共有されたあるレビューでは、ほとんどのユニットが48時間以内に漏れ、ほかのものは日光の
下で色あせたと報告されています。あるSNSユーザーは、水性フィルは乾燥したり、シミを残したり、ドームに穴が開くと漏れたりすることがあると警告しています。フラットなグリッター
ステッカーのバイヤーは、アートワークが非常に大胆でない限り、グリッターでデザインが「洗い流されてしまう」と報告しています。これらの失敗はいずれも、サンプル作成前に行われた
フィルの判断にさかのぼります。以下では、各フィルの長所と弱点、そしてサンプルが有用な結果を示すように仕様を定める方法を説明します。
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シェイカーステッカーのフィルとは何か？
シェイカーステッカーは、透明で隆起した空洞の下に印刷ベースを密封した構造です。フィルとは、その空洞の中で動くものすべてを指します。業界では、フィルはインサートやシェイカー
ステッカー用インサート材とも呼ばれます。フィルは大きく二つに分けられます。乾式フィルは、グリッター、スパンコール、コンフェッティ、ビーズなどのばら状の固体です。液体フィル
は、（通常は水性またはオイル系の）液体で、その中にグリッターや小片が懸濁しているものです。

フィルは他の層とも相互作用します。アートワークの上に位置するため、デザインを隠したり、引き立てたりすることがあります。ドームの内壁に接するため、静電気、結露、オイルによっ
て視界が曇ることもあります。液体フィルの場合は、ステッカーを振るたびにシールも試されます。ドーム、シール、バッキングの構造と注文方法の全体像が必要な場合は、 カスタムPVC
ブリスター型シェイカーステッカー のページでそれを扱っています。本記事では、内側に入るものだけに焦点を当てます。

https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-pvc-blister-shaker-stickers.html
https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-pvc-blister-shaker-stickers.html


シェイカーステッカーの五つのフィルオプション、解説

1. グリッター

グリッターは、フィルの単位量あたりで最も多くのきらめきを生み、しかもコストが最も低い素材です。既製素材であり、カットや印刷が不要だからです。トレードオフは被覆性です。細か
いグリッターは空洞全体に広がり、印刷ベースの上に沈殿するため、細い線、小さな文字、コントラストの低いロゴが埋もれて見えなくなります。フラットなグリッターステッカーのバイヤー
も同様の影響を報告しており、「非常に大胆な」デザインにするか、グリッターをまったく使わないことを勧めています。乾式の空洞内では、細かいグリッターが静電気によってドームの壁
に張り付くこともあり、振った後に曇った跡が残ることがあります。粗めまたは六角形のグリッターは張り付きにくく、より目に見える動きをします。

グリッターには環境面の問題もあります。研究者らは、 グリッターをマイクロプラスチックとして研究しており、[1] そのマイクロプラスチックは、水環境で金属元素を運搬しうるものとさ
れています。密封されたステッカーは、損傷がない限りグリッターを閉じ込めます。ただし、ブランドが持続可能性に関する主張をする場合は、植物由来のグリッター代替品が入手できるか
を確認し、決定する前にサンプルで試してください。

2. スパンコール

スパンコールは、円盤、星形、ハートなど、より大きく平らなピースです。動く際に向きを変えて光を捉えるため、腕の長さほどの距離からでも動きがはっきり見えます。各ピースが大きい
ため、スパンコールはグリッターよりもアートワークを覆う面積が小さく、印刷ベースが見える隙間が残ります。そのため、ロゴを読みやすく保つ必要がある場合には、より安全な選択肢と
なります。主な設計上の制約はクリアランスです。ピースは空洞に対して十分に小さく、ドームに平らに張り付いて引っかかるのではなく、転がれるサイズでなければなりません。スパンコー
ルは乾式のため、漏れる経路はありません。

3. カスタムカット・コンフェッティ

カスタムカット・コンフェッティは、印刷されたフィルムまたは紙から切り出した小さな形状で構成されます。ロゴマーク、製品のシルエット、マスコットなどを使えます。動くピースがメッ
セージを覆うのではなく伝えるため、ブランドストーリーテリングには最も強力な選択肢です。コンフェッティには専用のアートワーク、色合わせ、裁断工程が必要なため、単位あたりのコ
ストが上がります。コンフェッティを液体と組み合わせる場合は素材が重要です。紙製のコンフェッティは水中で柔らかくなり、色がにじむため、液体フィルには、その液体で試験済みのイ
ンクを使ったフィルム製コンフェッティが必要です。

4. ビーズ

ビーズには、マイクロビーズ、パール、カットされたラインストーン風のピースが含まれます。グリッターやスパンコールより重いため、素早く落下し、柔らかいカラカラという音を生みま
す。多くの人にとって、その音も魅力の一部です。ビーズがドームに張り付くことはほとんどなく、視界を曇らせることもないため、アートワークがくっきりと保たれます。リスクは、ドー

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0946672X23002262


ムに穴が開いた場合に起こることです。ばら状のビーズは小部品であり、幼児向け製品には通常、まさにこの理由から小部品の警告表示が付けられます。ステッカーが三歳未満の子どもの手
に届く可能性がある場合は、サンプル作成時にビーズのサイズとドームの強度についてサプライヤーと相談してください。

5. 液体およびオイルフィル

液体フィルは、この特徴的な効果を生み出します。振った後、グリッターやコンフェッティがゆっくりと漂うのです。オイル系フィルは水性フィルよりもゆっくり漂います。これは最も人目
を引く選択肢ですが、同時に最も要求の厳しい選択肢でもあります。液体は、乾式フィルにはない四つの故障モードを加えます。シール部からの漏れ、空気の隙間や汚れを残す蒸発、ドーム
を曇らせる結露、そして液体とプラスチックの間の化学的相互作用です。

この最後の点は見落とされがちです。軟質PVCは可塑剤によって柔らかさを得ており、公開の議論でエンジニアらは、オイルと軟質ビニールはしばしば相性が悪いと指摘しています。オイ
ルは可塑剤を表面に引き出し、シェルを曇らせたりべたつかせたりすることがあります。オイル系フィルには安全上の問題もあります。ベビーオイルや類似の低粘度炭化水素は、飲み込んで
誤嚥すると化学性肺炎を引き起こすことがあります。米国消費者製品安全委員会（CPSC）は最近、 ベビーオイルのボトル約8,420本を[2] 2026-06-25に、チャイルドレジ
スタント包装の規則に適合しなかったためリコールしました。同機関は以前にも、 ランプオイル製品[3]に対しても同様の措置を取っています。密封されたステッカーはボトルではありません。
ただし、オイルを充填した製品が子どもの近くで漏れる可能性があるなら、そのリスクプロファイルは同じです。

規制当局は、漏れのある珍品グッズにも注意を払っています。CPSCを引用して、 Consumer Reports[4] は、米国の港で355,683点の危険なスクイーズ玩具が差し
止められたと報告しました。同団体は保護者に対し、漏れている、油っぽい手触りがする、異常にべたつく、または化学薬品のような強い臭いがするおもちゃは廃棄するよう助言しました。
液体入りシェイカーサンプルについても、同じ兆候を不合格の基準として扱い、子ども向けの用途には水性フィルを優先してください。

六つのステップでフィルを選択し、仕様を定める方法

ステップ1：最終用途から始める

ブランドプロモーション、小売商品、子ども向けイベントでは、それぞれフィルに求められるものが異なります。販促用の配布品は手渡しされ、袋に入れられ、郵送されるため、耐久性と単
位あたりの低コストが最も重要です。この場面では通常、乾式フィルが有利です。小売商品は棚に並び、買い物客が手に取るため、視覚的な印象と長期的な見た目が重要になります。この場
面では、液体フィルの追加試験を正当化できる場合があります。子どもを対象とするものは、優先事項が封じ込めとコンプライアンスへと移ります（ステップ6を参照）。

ステップ2：何よりもまず乾式か液体かを決める

この一つの選択が、試験計画を決定します。乾式フィルは、よく動き、見た目が正しければ十分です。液体フィルには、保持するシール、シェルと反応しない液体、そして液浸に耐えるイン
クやコンフェッティが必要です。スケジュールや予算に追加のサンプリング工程を吸収する余裕がない場合は、乾式を選んでください。

https://www.cpsc.gov/Recalls/2026/Shield-Line-Recalls-MedPride-Baby-Oil-Bottles-Due-to-Risk-of-Serious-Injury-or-Death-from-Child-Poisoning-Violate-Mandatory-Standard-for-Child-Resistant-Packaging
https://www.cpsc.gov/zh-CN/Recalls/2023/FHS-Retail-Recalls-FUUL-Lamp-Oil-Products-Due-to-Failure-to-Meet-Child-Resistant-Packaging-Requirement-and-Violation-of-FHSA-Labeling-Requirement-Poisoning-Risk-to-Children
https://www.consumerreports.org/babies-kids/toys/counterfeit-squishies-may-pose-serious-risk-cpsc-warns-a7645566183/


ステップ3：フィルをアートワークに合わせる

フィルの隣にアートワークを置き、何が読みやすさを保つ必要があるかを確認してください。細線のロゴには、スパンコール、ビーズ、または間隔を空けたコンフェッティが最も適していま
す。大胆でシンプルな形状は、密度の高いグリッターにも対応できます。ブランドの形状に合わせたコンフェッティは、フィルがメッセージを伝えるのに役立ちます。印刷ベースのうち、フィ
ルが最も沈みにくい場所に明確なゾーンを設け、ばらばらのピースが集まりやすい端から重要な要素を遠ざけてください。

ステップ4：数量を含むフィルレシピを作成する

「グリッター、ピンク」は仕様ではありません。各デザインについて、次の五つを書き出してください：

素材（ポリエステルグリッター、フィルムコンフェッティ、ガラスビーズなど）。
空洞に対するピースのサイズ範囲。
カラーの指定。
フィルに水、オイル、または金属粒子が含まれているかどうか。
単位あたりの量。

素材に合った単位で、カスタムシェイカーステッカーのフィル量を指定してください。スパンコールとコンフェッティは個数、グリッターとビーズは重量または体積、液体は充填レベルで指
定します。過剰に充填された空洞は満杯に見えますが、ほとんど動きません。充填が少なすぎるものは安っぽく見えます。同じサンプル製造で二つか三つの充填レベルを依頼し、推測ではな
く目視で選べるようにしてください。

ステップ5：フィルの弱点に対してサンプルを試験する

乾式フィルの場合は、各サンプルを繰り返し振ってください。静電気による張り付き、ピースが平らに詰まること、静止時のアートワーク被覆を確認します。液体フィルの場合は、サンプル
を正立および逆さの状態で48時間置いてください。このチェックポイントは規格ではなく、購入者の実務に由来することに注意してください。その後、ドームを押し、サンプルを日当たり
の良い窓辺に置き、漏れ、空気の隙間、曇り、べたつきがないかを確認します。フィルは重量と体積を増やすため、同時にバッキング粘着剤も確認してください。サプライヤーにどの剥離試
験法を使っているかを尋ねてください。 ASTM D3330/D3330M-04(2025)[5] は、関連する四つの方法を定めています：方法A（180°剥離）、方法C（両面粘
着テープ）、方法D（ライナー剥離）、方法F（90°剥離）。この規格は2025-08-01に再確認されました。 BSIの掲載情報[6] は、その目的を接着の均一性の評価と説明して
います。規格自体の適用範囲に関する注記は、 中国国家標準デジタルライブラリ[7]に記録されており、「ピール接着力といかなる機能要件との間にも、通常は直接的な関係はありません」と
しています。ピールデータはバッチ間の一貫性の確認に使い、実際の対象表面でも試験してください。

https://webstore.ansi.org/standards/astm/astmd3330d3330m042025
https://knowledge.bsigroup.com/products/standard-test-method-for-peel-adhesion-of-pressure-sensitive-tape-2
https://ndls.org.cn/standard/detail/9128807399f6cc1d7a87eaedcddac46a


ステップ6：フィルが適用されるコンプライアンス規則を確認する

米国で子ども向け製品としてステッカーを販売する場合、CPSIAでは、CPSC認定の試験所による第三者試験と児童製品証明書が必要で、通常はASTM F963玩具規格と併せて
適用されます。正確なSKUとフィルごとに試験報告書を依頼してください。別のフィルの報告書は流用できません。次の規格への適合の主張は、 ISO 11607-2:2019[8] を漏
れ防止の証明として決して受け入れてはいけません。その規格は、最終滅菌される医療機器包装の密封工程を対象としており、装飾用ステッカーは対象外です。発売前には、 CPSCのリ
コール情報[9] を、関連する製品カテゴリーについても確認しておくとよいでしょう。

液体フィルと乾式フィルのシェイカーステッカー比較：並べて見る
この表は、購入者が最も重視する五つの要素について各フィルを評価しています。単位あたりのコストは相対的な指標です。実際の価格はサイズ、数量、フィルレシピによって決まるためで
す。実際の金額については、見積もりを依頼してください。

フィルの種類 視覚効果 動き 漏れリスク 単位あたりの相対コス
ト 最適な用途

グリッター 最大のきらめき。細かいアートワー
クを覆うことがある

素早く散らばる。細かい粒子は
ドームに張り付くことがある 乾式の場合はなし 最も低い（既製素材） 大胆なデザイン、パーティーやイベ

ントの配布品

スパンコール 光の閃き。アートワークが見えたま
ま

回転して転がり、離れていても
見やすい なし 低 ロゴ中心のブランドプロモーション

カスタムカット・
コンフェッティ 独自の形や色を表現できる 中程度の転がり 乾式の場合はなし。液体の場合

はフィルム製が必要
中（追加の印刷と裁断
工程）

ブランドストーリーテリング、製品
発表、小売商品

ビーズ 透明で光沢があり、曇りがない 素早く落下し、カラカラという
音がする

なし。ただし、ドームに穴が開
くとビーズは小部品になる 低〜中 成人向け商品、手触りを楽しむ珍品

グッズ

液体またはオイル ゆっくり浮遊する動き。最も強い
「わあ」という印象 最も遅く、最も長持ちする動き 最も高い：シール、蒸発、プラ

スチックとの適合性
最も高い（充填、密封、
追加検査） 高級小売商品、コレクター向け商品

https://www.iso.org/standard/70800.html
https://www.cpsc.gov/Recall-Products/Adhesives
https://www.cpsc.gov/Recall-Products/Adhesives


グリッターとスパンコールのシェイカーステッカーの比較

きらめきが主眼で、アートワークが大胆なシルエットであればグリッターを選んでください。ロゴや顔をフィル越しにも読みやすく保つ必要がある場合や、写真や動画に映る動きが欲しい場
合は、スパンコールを選んでください。スパンコールは1個あたりのピースが大きく軽いため、張り付きにくく、空洞をやや広めにする必要があります。

フィルの混合

ブレンドは多くの場合、最も良い結果をもたらします。少量のスパンコールに粗めのグリッターをひとつまみ加えると、閃きときらめきを両立できます。コンフェッティにビーズを加えると、
カラカラという音と重みが加わります。すべての成分が液体で試験済みでない限り、ブレンドは乾式のままにしてください。フィルレシピでは各成分とその数量を別々に記載し、再注文が承
認済みサンプルと一致するようにしてください。

FAQ
FAQ：どのシェイカーステッカーのフィルが、ロゴを最も見やすく保てますか？
スパンコール、ビーズ、または間隔を空けたカスタムカット・コンフェッティです。これらはグリッターよりも印刷ベースを覆う面積が小さく、グリッターは細い線や小さな印の上に層となっ
て沈みやすい傾向があります。

FAQ：各ステッカーには、どのくらいのフィルを入れるべきですか？

万能な数値はありません。素材ごとに適した単位（個数、重量、または充填レベル）で、単位あたりの数量を指定してください。そのうえで、一回のサンプル製造で二つか三つの充填レベル
を依頼し、見た目が十分に詰まっていながら自由に動くものを選んでください。

FAQ：液体入りシェイカーステッカーは漏れますか？

漏れる可能性はあります。低価格の水性フィルについて公開されているレビューでは、48時間以内の漏れが報告されています。装飾用シェイカーステッカーの漏れ試験を定めた国際規格は
存在しないため、独自の試験を設定してください。すべてのサンプルについて、正立および逆さの状態でそれぞれ48時間置き、指による押圧試験と日光への曝露試験を行ってください。

FAQ：ベビーオイルはシェイカーステッカーのフィルとして適していますか？

注意して使用してください。鉱物油は可塑化された軟質PVCと反応し、表面をべたつかせたり曇らせたりすることがあります。低粘度の炭化水素は子どもにとって誤嚥の危険もあるた
め、CPSCはベビーオイルとランプオイルについて、チャイルドレジスタント包装の基準を執行しています。子ども向け製品には、試験済みの水性フィルを選ぶほうが安全です。



FAQ：コンフェッティをブランドのロゴの形にカットできますか？

はい。それがカスタムカット・コンフェッティの主な魅力です。既製のグリッターよりも、別途アートワークの校正が必要になり、単位あたりのコストも高くなることを見込んでください。
ステッカーに液体も入れる場合は、フィルム製のコンフェッティを依頼してください。

FAQ：子ども向けシェイカーステッカーには特別な試験が必要ですか？

米国で子ども向け製品として販売する場合は、必要です。CPSIAでは、その特定の製品について、CPSC認定の試験所による第三者試験と児童製品証明書が求められます。別のフィル
やSKUの報告書は流用できません。

重要なポイント
シェイカー専用の漏れ規格は存在しないため、液体フィルには独自の試験計画が必要です。 — ISO 11607-2:2019が対象とするのは、最終滅菌される医療機器包
装のみです（出典)
オイル系フィルには、乾式フィルにはない子どもの安全上の懸念があります。 — CPSCは、チャイルドレジスタント包装の基準違反を理由に、約8,420本のベビーオイ
ルのボトルを2026-06-25にリコールしました（出典)
液漏れ、油っぽさ、またはべたつきのあるサンプルは、認識されている危険信号です。 — 米国の港で355,683点の危険なスクイーズ玩具が差し止められました（出典)
「強力な粘着」とだけ指定するのではなく、粘着試験方法を指定してください。 — ASTM D3330は、4つの方法（A、C、D、F）を定めてお
り、2025-08-01に再確認されました（出典)
ピールデータが確認できるのは一貫性であり、実使用時の保持力ではありません。 — 規格は、ピール接着力と機能要件との間には通常、直接的な関係がないと注記しています
（出典)

結論
最適なシェイカーステッカーのフィルは、用途、アートワーク、そしてリスク許容度に合ったものです。スパンコールとカスタムカット・コンフェッティはロゴを読みやすく保ち、決して漏
れないため、ブランドプロモーションの標準的な選択肢となっています。グリッターは最も安くきらめきを出せますが、大胆なアートワークが必要です。ビーズは音と重みを加えます。液体
フィルは最も記憶に残る動きを生み出しますが、量産に移す前に、シール、プラスチックとの適合性、コンプライアンス上の義務を試験することが前提です。正確なフィルレシピを作成し、
二つか三つの充填レベルのサンプルを用意して、第一印象ではなく弱点に基づいてサンプルを評価してください。フィルの選択を、密封され試験可能な製品に落とし込む準備ができたら、ま
ずは 仕様が明確に定義された、カスタムブリスター型シェイカーステッカー を確認し、フィルレシピを添付して見積もりを依頼してください。

出典
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米国CPSC：Shield LineによるMedPrideベビーオイルボトルのリコール（2026-06-25） ↩2.
米国CPSC：FHS RetailによるFUULランプオイル製品のリコール（2023） ↩3.
Consumer Reports：偽造スクイーズ玩具は深刻なリスクをもたらす可能性があるとCPSCが警告（2026-08-06） ↩4.
ANSI：ASTM D3330/D3330M-04(2025)、感圧式粘着テープのピール接着力に関する標準試験方法 ↩5.
BSI Knowledge：ASTM D3330のピール接着力試験方法の掲載情報 ↩6.
中国国家標準デジタルライブラリ：ASTM D3330/D3330M-04(2025)の記録と適用範囲 ↩7.
ISO：ISO 11607-2:2019、最終滅菌医療機器の包装、第2部 ↩8.
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